
五

女
性
の
応
募
者
（
募
集
に
応
じ
て
労
働
者
に

な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
数

を
採
用
し
た
女
性
労
働
者
の
数
で
除
し
て
得
た

数
及
び
男
性
の
応
募
者
の
数
を
採
用
し
た
男
性

労
働
者
の
数
で
除
し
て
得
た
数
（
第
十
九
条
第

一
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
「
男
女
別
の
採
用
に

お
け
る
競
争
倍
率
」
と
い
う
。）

五

女
性
の
応
募
者
（
募
集
に
応
じ
て
労
働
者
に

な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
数

を
採
用
し
た
女
性
労
働
者
の
数
で
除
し
て
得
た

数
及
び
男
性
の
応
募
者
の
数
を
採
用
し
た
男
性

労
働
者
の
数
で
除
し
て
得
た
数
（
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
男
女
別
の
採
用
に
お

け
る
競
争
倍
率
」
と
い
う
。）

六
〜
九

（
略
）

六
〜
九

（
略
）

十

十
事
業
年
度
前
及
び
そ
の
前
後
の
事
業
年
度

に
採
用
し
た
女
性
労
働
者
（
新
た
に
学
校
若
し

く
は
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
新
た

に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法

律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号

（
第
四
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
行
う
職
業
訓
練

を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下

「
新
規
学
卒
者
等
」
と
い
う
。）と
し
て
雇
い
入

れ
た
も
の
に
限
る
。）の
数
に
対
す
る
当
該
女
性

労
働
者
で
あ
っ
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
数
の
割
合
並
び
に
十
事
業
年
度
前
及
び

そ
の
前
後
の
事
業
年
度
に
採
用
し
た
男
性
労
働

者
（
新
規
学
卒
者
等
と
し
て
雇
い
入
れ
た
も
の

に
限
る
。）の
数
に
対
す
る
当
該
男
性
労
働
者
で

あ
っ
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数

の
割
合
（
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い

て
「
男
女
別
の
継
続
雇
用
割
合
」
と
い
う
。）

十

十
事
業
年
度
前
及
び
そ
の
前
後
の
事
業
年
度

に
採
用
し
た
女
性
労
働
者
（
新
た
に
学
校
若
し

く
は
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
新
た

に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法

律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号

（
第
四
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
行
う
職
業
訓
練

を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下

「
新
規
学
卒
者
等
」
と
い
う
。）と
し
て
雇
い
入

れ
た
も
の
に
限
る
。）の
数
に
対
す
る
当
該
女
性

労
働
者
で
あ
っ
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
数
の
割
合
並
び
に
十
事
業
年
度
前
及
び

そ
の
前
後
の
事
業
年
度
に
採
用
し
た
男
性
労
働

者
（
新
規
学
卒
者
等
と
し
て
雇
い
入
れ
た
も
の

に
限
る
。）の
数
に
対
す
る
当
該
男
性
労
働
者
で

あ
っ
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数

の
割
合
（
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て

「
男
女
別
の
継
続
雇
用
割
合
」
と
い
う
。）

十
一

そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ
っ
て
出

産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
女

性
労
働
者
で
あ
っ
て
育
児
休
業
（
育
児
休
業
、

介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児

休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
し
た
も
の
の
数

の
割
合
及
び
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で

あ
っ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す

る
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
っ
て
育
児

休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合
（
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
ハ
に
お
い
て
「
男
女
別
の
育
児
休

業
取
得
率
」
と
い
う
。）並
び
に
そ
の
雇
用
す
る

労
働
者
の
男
女
別
の
育
児
休
業
の
取
得
期
間
の

平
均
期
間

十
一

そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ
っ
て
出

産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
女

性
労
働
者
で
あ
っ
て
育
児
休
業
（
育
児
休
業
、

介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児

休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
し
た
も
の
の
数

の
割
合
及
び
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で

あ
っ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す

る
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
っ
て
育
児

休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合
（
第
十
九
条
第

一
項
第
六
号
に
お
い
て
「
男
女
別
の
育
児
休
業

取
得
率
」
と
い
う
。）並
び
に
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
の
男
女
別
の
育
児
休
業
の
取
得
期
間
の
平

均
期
間

十
二
〜
十
四

（
略
）

十
二
〜
十
四

（
略
）

十
五

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
て
与
え
ら

れ
た
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

有
給
休
暇
（
以
下
「
有
給
休
暇
」
と
い
う
。）の

日
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
取
得

し
た
有
給
休
暇
の
日
数
の
割
合
（
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
ヘ
及
び
ト
に
お
い
て
「
有
給
休
暇

取
得
率
」
と
い
う
。）

十
五

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
て
与
え
ら

れ
た
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

有
給
休
暇
（
以
下
「
有
給
休
暇
」
と
い
う
。）の

日
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
取
得

し
た
有
給
休
暇
の
日
数
の
割
合
（
第
十
九
条
第

一
項
第
九
号
に
お
い
て
「
有
給
休
暇
取
得
率
」

と
い
う
。）

十
六
〜
二
十
四

（
略
）

十
六
〜
二
十
四

（
略
）

２

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主

（
前
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
を
除
く
。）が
、

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
直
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る

そ
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
に
関
す
る
状
況
に
関
し
、
前
項
第
一
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
同
項
第
五
号
か
ら
第
二
十
四

号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
雇
用
管
理
区
分
ご
と

の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

同
項
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
す
る
と

き
は
、
そ
の
雇
用
す
る
全
て
の
労
働
者
に
係
る
状

況
及
び
雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
状
況
を
、
必
要
に

応
じ
て
同
項
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十

四
号
、
第
十
五
号
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
一
号

ま
で
及
び
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
す

る
と
き
は
、
雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
状
況
を
、
そ

れ
ぞ
れ
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
二
項
で
把
握
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
（
以
下
「
事
業

主
行
動
計
画
策
定
指
針
」
と
い
う
。）を
踏
ま
え
、

適
切
な
方
法
に
よ
り
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
で
把
握
し
た
事
項
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
（
以
下
「
事
業
主

行
動
計
画
策
定
指
針
」
と
い
う
。）を
踏
ま
え
、
適

切
な
方
法
に
よ
り
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
目
標
）

（
法
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
目
標
）

第
二
条
の
二

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般

事
業
主
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人

を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）は
、
同
条
第
二
項
第
二

号
の
目
標
を
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
量
的

に
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

区
分
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
の
う
ち
一

以
上
の
事
項
を
選
択
し
、
当
該
事
項
に
関
連
す
る

第
二
条
の
二

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般

事
業
主
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人

を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）は
、
法
第
八
条
第
二
項

第
二
号
の
目
標
を
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定

量
的
に
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
の
う

ち
一
以
上
の
事
項
を
選
択
し
、
当
該
事
項
に
関
連
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